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卜約60cm,畑で45cm第1表水田と畑に於ける胞子の飛散状況

1960年8月

調べた。この当時の稲の草丈は水田で約60cm,畑で45cm

lけ:であった。

胞子採集の為のスライドグラスは草冠部，それより

30，60，90及び120cm上部の5ケ所に設置し，午前10時

;こ次のものと取りかえ，胞子数を調査した。

結果上記方法による調査結果を18mmgの胞子

数及び草冠部の採集数を100とした場合の比数をもって

示すと第1表の通りである。

この表によると，葉イモチの発生状態に差があったた

めか，水田と，畑とでは採集された数にかなりの相違を

み，畑の場合が非術に多かつたす両者の間に明確な差異

のあることは比数で見てわかるようにy水田の場合には

90～120cmの上部でもなおかつ草冠部の25～12%の胞子

数を得ることができるが，畑状態では90cmで12%,120

cmのところでは平均で髄かに5.5%であった。

このことは水田においては，潅減水の存在するため

草冠からの採築胞子数
採典場所
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に，特に夜間の上昇気流が畑よりも盛んに動くためかと

も考えられる。水田を排水した場合，または陸稲の場合

のイモチ菌の空中浮瀞，従ってイモチ病の伝染の様相に

は異ったものがあると考えることができるのではあるま

いか。

イモチ病菌の継代培養による病原性の変動

下山守人

（長野県農業試験場）

イモチ病菌を培地の上で培筵をつづけると，しばしば
1）

病原性に変動をきたすことが知られている。さきに栗林

は模型変異菌と母菌の病原性は異なることを認め，イモ

チヅI苅菌の病原性はhyphalfusionによる雑種の結果変
8）

異することを示唆した。最近，山崎は培養中における菌

糸融合にともなって核の移行，および接合が起こること

を明らかにし，これによってDiploidizationおよび

Parasexualrecombinationが起こり，変異の1要因

をなすのではないかと考えた。また鈴木らはHyphal

anastomosisは惨透圧および湿度によって著しい影響を
受けることを明らかにした。

一方また，イモチ病菌を継代培養すると，胞子形成戯

は一般に低下する傾向があるが，これと病原性との間に
9）

は一定の関係は認められないことが分った。

著者は1956年よりイモチ病菌のraceに関する研究を

つづけているうちに，1年以上培養をつづけた一部の菌

株は，しばしば分離当初または前年と異なる病原性を示
す現象を認めてきた。これがanastomosisによるのか

または突然変異に由来するかは明らかではないが，ここ

ではまず継代培礎によって病原性がどのように変わるか

をraceとの関係において調べるために実験を行った。
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2共試品種イモチ病に対する抵抗性の強弱から

選んだTe-Tep,Tadukan,長香稲，野憩梗，蕩支江，

関東51号，石狩白毛，ぼまれ錦，銀河，農林22号，愛知

旭および農林20号の12品種を用いた。ただし1956～59年

にわたる病原性の変動を調べた試験では,TadukanjS

よび長香稲を除く10品穂を，また極少raceの病原性の

変動を調べた試験では関東51号を除く11品種を用いた。

3菌の培養，接種および病斑型の検定1956年の

実験当初に用いた菌株のうち，同年に分離したものは1

菌株(長290）のみで，他の4菌株は分離後2～3年を経
過したものであり，また57年および58年の2カ年にわた

I実験材料と方法

1供賦菌

匹却.』








